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いろんなことを見て、聞いて、試して、 

             感じて、考えて、行動して 
今年の梅雨は、気温が高く暑さ指数が「危険」になっ

たり、空模様がすっきりせず、湿度が高くじめじめした

日が続いたりしましたが、やっと蝉の声が聞かれ始め、

晴れ間が見られるようになりました。 

さて、７１日間の１学期を終えました。児童にとって

はどんな１学期だったでしょうか。７月に、児童の学校

評価アンケートをとりました。その中で、１学期に「胸上小 １２のハートアッ

プ」のどの力が付いたのか、パワーごとに聞いてみました。 

まずは、「かんがえパワー」では、「進んでする力」が１番多く、１％差で「くふうする力」「計画する

力」となりました。１学期は、委員会活動が目立ちました。運営委員会「ペア学年との遊び」、放送委員会

「誕生日紹介」、健康委員会「毎日の熱中症指数についてのお知らせ」、図書委員会「鉾立小学校との合同

フェスティバル」、体育委員会「体育集会」、どの活動も前年

度の活動に工夫を加え、計画し、進んで取り組んでいました。 

次に、「思いやりパワー」では、「助け合う力」が一番多か

ったです。勉強でも生活でも、助け合わないとできないこと

がたくさんあります。助け合わないと楽しいこともできませ

ん。助け合える児童がたくさんいることは嬉しいことです。

その中で、６年生は「みんなのために行動する力」が一番でした。あいさつ運動、人権週間のポスター、教

育週間中のトイレ掃除、みんなのために考えて行動しました。 

最後に、「元気パワー」では、「元気な体をつくる力」が一番でした。今年度は、休み時間運動場で遊ん

でいる児童をたくさん見ます。男女関係なく、学年関係なく、友達と一緒に、先生と一緒に楽しく遊んでい

ます。そして、もう一つ、「挑戦する力」も一番でした。授業の様子を見て回っていると、４月に比べると、

一人一人が真剣に勉強と向き合っていると感じます。難しい問題もあきらめずに、一人で、あるいは友達と

考えを出し合いながら「やってみよう」としています。良い姿です。 

さあ、明日から４４日間の夏休みです。ぜひ「いろんなことを見て、聞いて、 試して、感じて、考えて、

行動する」夏休みにして欲しいと思います。２学期にまた、児童の元気いっぱいの笑顔に会えることを楽し

みにしています。保護者の皆様の温かいご支援に感謝いたします。本当にありがとうございました。 
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「わかる」「できる」「楽しい」学校をめざして

て 

 

ももくん・ももかちゃん安心メールの登録のお願い           ももくん・ももかちゃん 安心メール登録ｻｲﾄ 
子どもの安全対策に必要な情報、地域の皆さんで    momo@pref.okayama.jp 

注意していただきたい情報等を収集できるメールです。                  
ぜひ登録をして、ご活用ください。               

                                                                         

                            

                                



7 月に鉾立小学校と交流学習をした 3 年生と 4 年生。そ

れぞれの様子をお伝えします。 

 

3 年 生 4 年 生 

 7 月 5 日（金）5 時間目に、「胸上じまん、鉾立じま

んの交流会」を行いました。いくつかのグループに分か

れて調べ、meet で発表をしました。胸上海苔やお祭り、

お寺や化粧地蔵など、全部で 8 グループが発表しまし

た。化粧地蔵はどちらの地域にもあり、両小とも調べて

いました。 

 聞き終わった後、感想を伝え合いました。自分たちの

発表の感想を言ってもらえて、嬉しそうにしている児

童もいました。この場面で、たくさん手が挙がっていた

のが嬉しかったです。 

7 月 4 日（木）２時間目に、出前授業「安全

な水ができるまで」について一緒に学習しまし

た。水道課の方の説明を一生懸命に聞いている

両小の児童。水をきれいに濾過する実験を互い

に譲り合いながら見ている姿に、交流を重ねる

につれて距離が近くなったと感じました。 

 3 時間目は、合同プールです。胸上小の児童

が、2 週間前から計画していたゲームをしまし

た。リレーや宝探し等を一緒に楽しみ、笑い声が

プールに響いていました。 

 

着衣泳「浮いて、待て」 

夏と言えば、プールや海水浴。水辺は楽しいひと時となりますが、一方で「水の事故」が起きていること

を忘れてはいけません。そこで、学校では、毎年「着衣泳」の授業を行っています。水を吸った服は重くな

るので手足がうまく動かないことや、その時にどのようにしたら良いのかを学習します。ずばり、「あわて

ずに、浮いて、待つ」。浮き輪がなければペットボトルでも浮くことができます。児童は、「重くてうまく（プ

ールサイドへ）上がれない。」「ペットボトルでも浮けるんじゃ。」「力が入ると、ペットボトルが沈むなあ。」

と体験からいろいろな事を感じていました。あってはならない水の事故。自分の身を守る知識は大切です。 

 

資源回収について 

  

令和6年度の資源回収を次のように予定しています。詳しい案内は9月にお知らせします。 

  日 時：令和6年10月27日（日）  午前7時30分～ 

  場 所：ナイカイの広場（ナイカイグラウンドの横） 

  種 類：缶類  紙類  金属類 

鉾立小との 
交流活動・交流学習 


